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３ 要  旨 

 発情周期をコントロールする黄体ホルモン製剤とβ－カロチン含有バイパス脂肪酸を含む添加飼料を併

用することで、ウシ受精卵を多数確保する技術を検討した。 

  黄体ホルモン製剤を膣内に留置しながら、添加飼料を１日２００ｇ給与して採卵した場合移植可能卵数は

6.3個であり、給与しない区の4.8個と比べ多い傾向であった。連続して２回目の採卵を行った場合にも、移植

可能卵数は8.8個であり、採卵成績は向上した。続いて添加飼料を１日３００ｇに増やして給与したところ、連

続２回までの平均移植可能卵数はほぼ同等であったが、そのうち優良受精卵数は5.0個であり、２００ｇ給与

した場合の3.4個よりも多かった。さらに３回目の採卵においても優良受精卵数は4.8個と２回目とほぼ同様

な成績が得られた。 

  以上の結果から、黄体ホルモン製剤とβ－カロチン含有バイパス脂肪酸の併用は有効であり、より多くの

受精卵が得られることが示唆された。また、採卵後、人工授精を実施し、供試牛（黒毛和種）８頭中７頭が受

胎したことから、繁殖性への影響はないと思われた。


